
パソコン交流会 ２０２３ 

「高校生による第３回プログラミング教室」 

202３年７月８日（土）、本校教育部の高等部の生徒 １ 名と大阪府立刀根山高等学校の生徒

1 名が講師となり、パソコン交流会「高校生による第３回プログラミング教室」 を開催しました。前

回、前々回に引き続き、「SCRATCH(スクラッチ)」を使ってプログラミングを参加者に教える形式で

実施しました。(第 1回、第２回の様子はこちらからご覧ください)  

今回、参加者により良いものを届けたいという思いから、準備に多くの時間をかけてきました。ま

ず、企画を一から見直すために昨年度２月に関西大学総合情報学部の学生の方々にご協力してい

ただき企画会議を実施しました。（そのときの詳しい様子は、こちらからご覧ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画会議では「今までにやったことのないジャンルのゲームに挑戦しよう」や「対面＆Zoom の形

式を継続したほうが良い」や「ゲームのアレンジタイムを大切にしていきたい」の意見が挙げられま

した。これらの意見から 

 

 

 

 

 

 

プログラミングするゲーム

は今まで作ったことがない

アクションゲームにしよう！ 

ゲーム名は、分かりやすいのが一番！

「ユニコーンジャンプ」にしよう！ 

https://www.osaka-c.ed.jp/toneyama-y/topics/pdf/top151.pdf
https://www.osaka-c.ed.jp/toneyama-y/topics/pdf/top165.pdf
https://www.osaka-c.ed.jp/toneyama-y/topics/pdf/top186.pdf
https://www.osaka-c.ed.jp/toneyama-y/topics/pdf/top186.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と、次々に企画内容が決まっていきました。しかし、これだけの企画を生徒１人で担うのは大変です。

また、昨年度好評だった、講師の高校生二人が掛け合いをしながらプログラミングを教えるというこ

とが、生徒１人では難しいという現状がありました。そこで、以前から交流のある大阪府立刀根山高

等学校のパソコン部の生徒に協力を依頼しました。すると、放課後に来校してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対面＆Zoom の形式は、

大変だけど継続しよう！！ 

今年度はパソコン交流会を２

部制にして、午後からもたっ

ぷりとゲームのアレンジタイム

をとろう！！ 

このようなゲームを参加者に作っ

てもらうという企画なのですが、

一緒にやってもらえませんか？ 

人前で、話すのは苦手なので

すが、この企画はおもしろそう

ですね。一緒にやりましょう！ 

企画内容を刀根高生に説明 



高等学校のパソコン部という強力なパートナーを得て、いよいよ本格的に参加者を募集する段階

に入ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本チラシは、メールや WEB ページ、郵送や手渡しなどあらゆる方法で、宣伝しました。その結果、

昨年度の申し込み者数を上回り、今回は 55 名の申し込みがありました。しかし、まだまだコロナ禍

ということもあり、会場参加希望の方を数名お断りすることになってしまいました。大変申し訳ありま

せんでした。多くの申し込みを受け、あとは本番まで先生たちにも協力いただき、ひたすら練習です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者募集の

チラシも生徒が

パソコンで作成

しました。ゲー

ムタイトルの文

字や申し込みフ

ォームも全部自

分たちで作って

います。 

ここまでの説明で分かりにくい

ところはありませんか？ 

セリフやテキストを改善します。 

先生を参加者に見立てて練習 

https://www.osaka-c.ed.jp/toneyama-y/oshirase/2023pc.pdf
https://www.osaka-c.ed.jp/toneyama-y/oshirase/2023pc.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコンが苦手でも、プログラミン

グが初めてでも、どんな人でもゲー

ムを完成させることができるように、

またプログラミングの楽しさが伝わ

るようにと、テキストを用意しました。 

前回、参加していただいた小学校

の教員の方から「小学生のプログラ

ミング教育の教材に使える」と言っ

ていただいたことがあります。 

 テキストはこちらに公開しています。 

Scratchの教科書を作成 

https://www.osaka-c.ed.jp/toneyama-y/oshirase/2023pc_text3.pdf


2023年７月８日（土） 第 3回高校生によるプログラミング教室の開幕です！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生、中学生、高校生、大学生、卒

業生、他の支援学校生、保護者、他校

の教職員、教育委員会の方、企業関係

者など、多種多様な方々が参加されて

いました。会場は収容人数最大の 20

名、オンラインは 25名でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
講師席から教えるだけでなく会場を回ったり、Zoomの方とお話しした

りと、講師の二人は大忙しでした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ゲームが完成してからのアレンジタイムでは、たくさん質問が出て、ひっぱり

だこでした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後のアレンジタイムでは、講師の二人も驚くようなアイデアがいっぱいでした。 

変数を使って、ユニコーンの残機を

作ったり、ゲームオーバー画面を作った

り、ボールの速度がジャンプの成功に

よって変化するアレンジ 

元々のユニコーンジャンプとは、

全く違う野球ゲームにアレンジ 

ゲームのキャラクターを自

分でデザインするアレンジ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に参加された方々

と記念撮影！！ 

プログラミングを通し

て、多くの交流が生まれま

した。初めて会う人ともた

くさんお話ができました。 



＜アンケートより一部抜粋＞ 

とても分かりやすくて、アレンジするのも楽しかったです！ 

プログラミングをしたことが無い人や、パソコン自体をあまり触ったことの無い人でも分かりやすい

説明だったと思います！ 教員の私も参考にさせて頂きたい教え方で良かったです！ 

二人の掛け合いがとても素敵でした。ありがとうございました！ 

一見難しそうに見えましたが、スクラッチを教わってみると簡単にプログラミングして、自分でゲーム

を作ることができました。自分で一からゲームを作られるのはすごいなと思いました！！ 

高校で情報を教えていますが、とても勉強になりました！また、このような機会があれば、ぜひ参加さ

せていただきたいです！ 

体験した生徒が、指導してくださった生徒さんの印象が今まで以上に「すごい先輩」と尊敬する感

想を述べていたことが印象的でした。また個人的に刀根山支援学校の生徒ページをのぞきにいくな

ど「たくさんのことができる先輩」として興味を持った様子でした。 

聞いている分には分かりやすいけど、いざ自分が子どもたちに教えるとなると、いろいろ戸惑ってしま

います。テキストがあるのがありがたいです。今回は基礎編と応用編があったので、前半は教えると

きの参考に、後半は自分が楽しむために参加できて本当に良かったです。 

アレンジの時間が最高すぎて、別日に欲しいと思いました！みんなのプログラミングやアイデア最高！ 

 

＜生徒の感想文より一部抜粋＞ 

説明する内容を練ったおかげで、「分かりやすかった」、「楽しかった」などの感想をもらえました。

さらに、スクラッチに苦手意識を持っていた人から苦手意識を取り除くことができました。私の将来

の夢は、「他の人を勇気づけられるプログラマーなりたい」です。いつか叶えたい夢が今回叶って、

驚きもありますが、とても嬉しかったです。 

参加された方と一緒に野球のアレンジを作りました。今まで初対面でこんなに仲良くなった経験

がなく、あれだけ話せるようになったことに驚いています。 このパソコン交流会で過去に無いほどの

交流ができました。そして、いろいろな人とコミュニケーションを取ることができてとても楽しかったで

す。次の行事でも、積極的にコミュニケーションを取っていきたいです。 

参加していただいたみなさんの温かさもあり、大成功でパソコン交流会を終えることができ

ました。講師の生徒たちにとって、準備も練習も大変だったと思います。でも、新たなことに挑

戦することで得られた成長がありました。また人とのつながりが生まれました。このことを大切

にして、次の行事に繋げていきたいと思います。ありがとうございました。 


